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螢
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紹
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(
一
二
六
八
-
一

三
二
五
)

は
、

日
本
曹
洞
宗

に
お

い

て
、
永
卒
道
元

の
高
組

と
仰
が
れ
る

の
に
封

し
て
、
太
祀

と
た

耳
ら

れ
て
い
る

偉
大

な
繹
匠

で
あ

つ
た
。
繹
奪
を
本
奪

と
し
、
道
元

と
螢
山
を
爾
租

と
し
た

一

佛
爾
租

の
形
式
は
、
浮
土
眞
宗

の
そ
れ
と
と
も
に
、
教
線

を
廣

め
る
上
に
大

い
に

役

立
ち
、
今

日
、
眞
宗

と
曹
洞
宗
と
が
日
本
佛
教

の
二
大
宗
團

と
し
て
現
存

し

て
い
る
理
由

に
は
、

ま

と
ま
り
に
く

い
教
團

を

一
佛
爾
租

の
形

式
に
ま
と
め
あ

げ
た
こ
と
が
大
き
な
力

に
な

つ
て
い
る
。
故

に
、
道
元

と
螢
山

の
爾
租

の
中

の

い
つ
れ
が
か
け

て
い
て
も
今
日

の
曹
洞
宗
團

は
あ
り
え
な

い
の
で
あ
る
か
ら
、

螢
山
紹
瑛
は
、

日
本
曹

洞
宗

の
太
租
で
あ
る
。

し
か
し
、
嗣
法

の
上
か
ら
歴
史

と
し

て
み
る
時
に
は
、

永
孕
道
元
-
弧

雲

懐
弊
-
徹

通
義
介
-
螢

山
紹

理

明

峰
素
哲

と
な
る

の
が
正
統

で
あ
ろ
う
し
、

螢
山

自
身

も
、

五
老
峯
に
先

輩
を
ま

つ
り
、

洞
谷
記
に
お

い
て
明
峰

を
嗣

と
す

べ
き
こ
と
を
の

べ
て

い
る
、

日
本
曹

洞
宗

に
お

い
て
数
字

で
序

列
を
附

す
必
要

の
あ
る
場
合

に
は
、
初

租
道

元
。

二

組
懐
弊
。

三
租
義
介
。

四
租
紹
理
。

五
租
素
哲

と
年
代
順

に
よ
ぶ

の
が
自
然

で

あ
り

四
租
紹

瑛
が
偉
大

で
あ

つ
た
か
ら
、
法
孫

が
太
租

と
仰
ぐ

の
も
亦
史
實

で

あ
る
。

(
註
。

し
か
し
、

明
峰

の
法
弟
に
あ
た
る
峨
山
を
三
租
と

呼

ぶ

の
は
、

三
租
義
介
と
混
同
す
る

こ
と
に
な
る
。
)
と
螢
山

は
、

明
峰
。

峨
山
を

圭

軸

と

し
た
敷
多

い
嗣
法

の
弟
子
を
持

ち
、
弟
子
達

は
ま
た
す
ぐ
れ

た
敷
多
く

の
弟
子

を
打
出

し
た
。
彼

の
生

ま
れ
た
轟
山
天
皇

の
文
永
五
年
以
後

の
日
本

の
國
内
事

情
は
醤
勢
力
で
あ
る
公
家
が
お
と
ろ
へ
、
地
方
武
士
が
そ
れ
に
代
つ
て
灌
力
を

に
ぎ
り
、
佛
教
も
亦
、
眞
言
天
台
に
代
る
も
の
を
要
求
し
た
時

で
あ
つ
た
か

ら
、
螢
山
の
法
孫
達
は
、
地
方
武
士
の
全
國
的
進
出
と
ど
も
に
曹
洞
繹
の
教
線

を
廣
め
た
の
で
あ
つ
た
。
螢
山
の
日
本
曹
洞
宗
に
お
け
、る
功
績
の
第

一
は
、
す

ぐ
れ
た
数
多
い
法
孫
に
よ
る
教
線
の
鑛
大
に
あ
る
。
吹
に
螢
山
に
お
い
て
注
目

す
べ
き
こ
と
は
、
後
二
條
天
皇
徳
治
元
年

(
一
三
〇
二
)
八
月
二
十
八
日
に
、

大
乗
寺
義
鑑
が
、
嗣
書
傳
承
の
吹
第
を
彼
に
示
し
た
こ
と
と
、
同
年
十

一
月
三

日
に
、
彼
の
師
で
あ
る
徹
通
義
介
が
臨
濟
家
の
嗣
書
血
脈
及
び
六
租
大
師
の
需巫

牙
等
を
彼
に
附
し
て
、
曹
洞
家
嗣
書
の
助
謹
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
史
實

は
、
日
本
曹
洞
宗
の
性
格
を
知
る
上
に
お
い
て
、
極
め
て
重
要
な
問
題
で
あ
る

か
ら
、
濟
家
嗣
書
傳
授
書
の
本
文
を
か

げ
て
み
る
と
、
「大
宋
淳
煕
十
六
年
。

日
本
文
治
五
年
。
育
王
佛
照
繹
師
徳
光
和
爾
。
引
二
佛
在
世
之
生
生
法
壽
例
。

遙
付
二申
辮
二
使
ゆ
以
二臨
濟
家
嗣
書
。
租
師
相
傳
血
賑
。
六
租
普
賢
舎
利
等
。

遠
授
二撮
州
三
寳
寺
能
忍
和
尚
敷
認
深
法
繹
師
。
爲
二繹
奪
五
十

一
世
。
此
印
信

心
印
文
依

有
。
速
請
二官
裁
一師
命
印
在
二里
居
一開
之
。
錐
レ爲
二
八
宗
講
者
。

進
以
爲
二達
磨
正
宗
初
租
一蒙
二宣
下
。
自
レ爾
日
本
國
裏
初
仰
二達
磨
宗
一其
法
授

二東
山
畳
嬰
上
人
鴫
曼
附
二越
州
波
着
寺
畳
繹
和
爾
。
輝
附
二義
介
。
此
書
並
六

租
賢
舎
利

一
粒
同
寄
二紹
瑳
長
老
殉
以
可
レ爲
二當
家
洞
下
嗣
書
之
助
誰
。
能
忍

和
薗
信
牒
佛
照
繹
師
返
牒
。
練
中
勝
辮
在
唐
記
委
在
レ之
。

嘉
元
四
年
丙
午
仲
冬
三
日

加
州
大
乗
寺
開
開
義
介
授
レ
之

糀

(廣
幅
寺

藏
)」
と
あ
つ
て
、
日
本
輝
宗
史
を
知
る
上
に
極
め
て
重
要
な
鮎
が
、
短
文
の

中

に
数
多
く
誌

さ
れ
て

い
る
。
臨即
ち
、

日
本
達
磨
宗

の
名
は
、

正
し
く

は
、
達

磨

正
宗

と
呼

ぶ
こ
と
や
。
明
恵

上
人
が
却
亡
慶
記

に

お

い

て
、
「
達
磨
宗
な

ど

と
さ
ま
あ
し
き

こ
と
。
」
と

い
い
、

一
般
史
家
は
勅
許
が
無
か

つ
た

と

し

て

い

る
場
合
が
多

い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ

に
は
、

進
以
爲
二
達
磨
正
宗
初
租
-
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蒙
二
宣
下
絢
と
あ

っ
て
、
勅
許

は
得

た
の
が
史
實

で
あ
ろ
う
。

ま
た

こ

の
短

文

の
中
に
、
遙
付

と
遠
授

の
同
義

の
二
語
が
あ
る

が
、

こ
れ
が
波
着

寺

一
門

の
逸

材
が
、

天
童
如
浄
か
ら

の
親

授

で
あ
る
道
元

の
門
下
に
揃

つ
て
編
投

し
た
第

一

原
因
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
永

不
高

租
二
祀
行

實

(
廣
輻
寺
藏
)
に
お

い
て
道
元

は
義
介

に
こ
ま
ご
ま
と
濟
家

の
嗣
書

に

つ
い
て
、

さ

ぐ

り

を

入

れ

た
り

質
問

を
し
て
を
る

の
で
あ
る
か
ら
、
或

は
、
親
授

の
嗣

書
を
入
手
す
る
こ
と
が
達
磨

宗

の
目
的

で
は
な
か
ろ
う
か
と

の
疑

は
、
道

元
も
思

い
あ
た

つ
て
い
た
の
で
あ

る
。

ま
た
こ
の
濟
家

の
嗣
書

を
、
毘

輝
-
義

介
-
紹

瑛
と
傳
え
た

こ
と
は
、
榮

山

は
日
本
達
磨
宗

に
お
い
て
も
、

正
統

の
後
縫

者
と
し
て
期
待

を
か
け
ら

れ
い

た
こ
と
が
剣
る
。

日
本
曹
洞
宗

に
お

い
て
道

元

の
門

下
は
大
別
し
て
三
種

に
分

け

る
こ
と
が
出
來

る
。

一
に
は
、

日
本
達
磨
宗

か
ら
の
編
投
者
。

二
に
は
、
僧

海

の
寒
嚴

の
よ
う

に
そ
の
他

か
ら
の
入
門
者
。

三
に
は
、
寂
圓

の
よ
う

に
宋
か

ら

の
随
身
者
で
あ

る
。
螢
山

は
、

そ
の
中

の
越
前
波
着

寺

の

一
門
出
身

の
義
介

の
弟
子
で
あ
り
。

こ
の
日
本
達
磨
正
宗

の
法
孫

が
、
今

日
の
日
本
曹
洞
宗
團

の

大
勢

力
を
形
成
す

る
の
に
非
常

に
偉
大
な
働

き
を
示

し
た
の
で
あ

つ
た
。
螢
山

の
時

に

い
た
つ
て
、
眞

の
意
味

に
お

い
て
、
曹
洞
宗

と
、
徳
光
和
尚

の
臨
濟
宗

と
が
融

け
あ

つ
て
猫
自

の
日
本
曹
洞
繹
が
確
立
さ

れ
、

そ
れ
は
北
陸

の
土

の
臭

い
の
す

る
繹
で
あ

つ
て
、

京
都

の
風
流
に
と
け

こ
ん
だ
臨
濟
輝

と
は
お

の
つ

と

家
風

が
別
な
も

の
と
な

つ
て
い
る
。

彼

は
ま
た
永
卒
道

元
下
の
後
纏

者
と
し

て
も
め
ぐ
ま
れ
た
修
行
過
程
を
も

つ

て
い
る
。
印
ち
後
宇
多

天
皇

の
建

治
元
年

(

一
七
五
)

に
、
永
李
寺

に
お

い

で

義
介

に
就

い
て
出
家

し
。

同
弘
安
三
年

(

一
八
〇
)

に
、
懐
弊

に

つ
い
て

剃
度
を
受
け
。
同

九
年

(
二

一八
六
)
越

前
寳
慶
寺

の
寂
圓

に
参

じ
、
伏
見
天

皇

正
慮
五
年

(
一
二
九
二
)

に
、
永
卒

寺
妙
高
堂

に
お

い
て
、
佛
祀
正
傳
菩
薩

戒
作
法

一
巻
を
書
爲

し
、
義
介

に
よ

つ
て

讃
校
及

び
傳
授

さ
れ
。
同
永
仁
三
年

(
二

一
九
五
)
に
、
義
介

に
入
室
嗣
法

し
て
、
懐
弊
所
依

の
法

衣

(
道

元
自
縦
)

を
受

け
、

同
永
仁
四
年

(
一
二
九

六
)

に
、
永
孕

寺
義
演

に
授
戒
作

法
を
受

け

て

い
る
。
彼

は
實

に
懐
弊
。

義
介
。

寂
圓
。

義
演
。

と

い
う
永
卒
道
元

の
直
弟

子
中

の
最
高

の
人

々
を
師

と
し
て
の
許

し
を
受
け

た
の
で
あ

つ
て
、
後

太
租

と

仰
が

れ
る
母
胎

は
、
實

に
彼

の
修
行
過
程

に
出
來

あ
が

つ
た
の
で
あ

る
。

ま
た

彼

が
、
総

持
寺
を
洞
谷
記

に
む

い
て
、

「
當
國
第

三

の
僧

所
」

と

い

つ
て

い
る

が
、

當
國

と
は
恐
ら
く
能
登
を
さ
す

の
で
あ
ら
う
。

ま
た
第

三
の
僧
所

と

い
つ

て
も
、

そ
た
は
螢
山
在
世

の
こ
ろ

の
こ
と
で
あ

つ
て
、
総
持
寺

に
、
峨
山

・
通

幻
等

の
秀

れ
た
潭
匠

の
輪
住
す

る
こ
と
に
よ

つ
て
、
第

一
の
僧
所

と
な

つ
た
の

は
史
實

の
示
す

と
こ
ろ
で
あ

る
。
次

に
彼

の
弟
子
中

に
お

い
て
で
最

も
注

目
し

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

の
は
、

明
峰
素
哲
と
峨
山
紹

硬

と

の
關

係

で

あ

る
。

印
ち
彼

は
、
花
園
天
皇

の
鷹
長
元
年

(
一
三
二
)

に
、
義
介
所
傳

の
法
衣

(
道

元
自
縫
)
。
大
乗
寺
佳
持
職

・
聖
教
道
具

・
寄
進
歌
譲
等

を
素
哲

に
附

し

て

い

る
。

こ
れ
に
封

し
て
、
後
醍
醐
天
皇

の
正
中
元
年

(
二
三

一
四
)

の
七
月

七
日

に
、
総
持
寺
佳
持
職
、
柱
杖
、
彿
子
、
戒
策
、
竹
箆
等
を
詔
碩

に
附
し

て
い
る
。

螢
山
は
、

弟
子

の
順
位
を
、

袈
裟

に
白
さ
ん
を

つ
け
る

こ
と
や
紐
を

つ
け
る

こ

と
に
よ

つ
て
匿
別

し
て

い
た
。
後
世
法
孫

の
榮
え

た
こ
と
と
、
當
時

の
史
實
と

は
、

冷
静

に
旺
別
す

る
こ
と
が
ま
た
螢
山

に
封
す

る
眞

の
報

恩

と

い
う

べ
き

ニ

ク

ハ

ナ
リ

ニ

ク

で
あ
ろ
う
。
ま
た
彼
の
語
録
に
、
「
上
堂
云
。
参
繹
者
身
心
脆
落

也
。
身
無

所

ニ

ク

ニ
シ
テ

ジ

ニ
シ
テ

ズ

作

一心
無

二思
量
。

不
思
量

現
。

不
同
互

而
成
。
」
(
洞
谷
開
祀
螢
山
理
渾
師

語
録
)

と
あ

る
の
を

み
る
之
、
ま

つ
た
く
永
季
道
元

と
螢
山
と
は
、

そ

の
根
本

に
お

い
て
ほ
と
ん
ど
同

一
で
あ

る
こ
と
が
到

る
。
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